
!特集･最近のコンピュータ技術の動向 u.D.C.る81.327.13.012.015

マルチステーションシステムHITAC L-320/60

の開発
Deve10Pment Of HlmCト‖ Computer Mult短tation SYStem

HITAC L-320/60

HITAC L-320/60は,HITAC L-320シリⅥズ中のマルチステーション機能をも

っモデルとして位置付けて開発され,次のような特長をもっている｡(1)分散処理形

態として,HITAC L,HITAC Mシリーズ各機種との親和性を追求,(2)LSI,マ

イクロプロセッサなど最新の技術を導入したハードウェア,(3)簡易性を追求し,マ

ルチステーションとして効率的な運用を図るソフトウェア技術｡

このシステムは,複数台のステーションでのデータエントリ,

及び小規桔きバッチなどが行なえるインテリジェント端末､若しく

ンピュータとして幅広い応用分野に利用することができる｡

l】 緒 言

HITAC L-320/60システム(以下,L-320/60と略す｡)は,

HITAC Mシリーズと極めて強い親和性をもつHITAC Lシ

リーズの‾F位ファ ミリーHITAC L-320シリーズのマルチス

テ椚ション機種として開発され,データエントリ,帳票発行,

問で㌢せ,小規校バ､ソチの各機能を複合してもつ汎用インテリ

ジュントシステムである1)｡昭和53年12月発表以来,多数のユ

wザーから受注があり現在増産に努めている｡この論文は,

L-320/60開発の背景とシステムの特長,並びにハードウェア

及びソフトウェアの特長と概略について述べる｡

凶 開発の背景とシステムの特長

L-320は,初心者オペレータでもごく簡単に取り扱うこと

ができるような操作性の優れた機械で,複合機能を持ち合わ

せたインテリジェント端末,若しくはオフィスコンビュ【タ

として活用されている｡このように,L-320は現場指向の分

散処理システムとして特長をもつが,同‥ユーザーで複数台

のL-320を導入するとき,地域別に又は工場,オフィス単位

にシステムをまとめて建設したいという要求がある｡この要

求にこたえるシステムとして,マルチステーション機能をも

㈱ ‾淋

赦

十√

てて緋鯉癖肝

区= HITAC L-320/60システム

される-イ吏用例を示す｡

HITAC +-320/60システムで構成

帳票発行,問合せ

ほ′小形オフィ スコ

イ

有
ア

丑
ハ
フ

ホ

ス

ト

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

社本

L320｡′′60

岩本鉦二* Jぴ｡m｡J｡5んむJ

伊藤紀彦* J～∂∧bγ∫ん抽)

小川健夫** 0ダα紺d mたeo

L-320

L-320

0
0

0
0

オフィス

オフィス

コンヒ
ローーフ

共有

ファイル

データ

ステーション

リモート

データ

ステーション

オフィス

ブランチ

オフィス

現 場

図2 L-320/60を用いたネットワークシステム例 L-320,+-320/

60をイ井設L,複数台の端末が設置される工場,オフィスなどに+-320/60を導入

Lた一例を示す｡

つディスクをべ∽スとしたL-320/60(図りを開発した｡L-

320/60を用いたネットワークシステム例を図2に示す｡本例

では,取り扱う処理量が少なくL-320が適しているオフィス

と同一--･オフィス内であるが入荷処理,出荷処理など-･連の仕

事が別々の現場で行なわれたり,その地域にブランチオフィ

スをもっているため,L-320/60が適しているオフィスなどが

ある会社のネットワークシステムを示した｡

L-320とL-320/60が併設される場合,そのシステム建築は

本社で-･指して行なわれることが多く,L-320/60の開発では

次のような要求を解決する必要があった｡

(1)現場業務のオペレーションを画一的に行なえる｡

(2)ユーザープログラムの開発工数とそのメンテナンス工数

を削減できるようプログラムの互換性を重視する｡

(3)ホストコンピュータからみて同一処理で済ますことがで

きる｡

更に,マルチステーションシステムの実現のために,

(4)システム装置とステーションを簡単なケーブルで接続し,

長距離延長ができて,しかもシステム性能を満たすデータ転

*

日立製作所旭工場
**

日立製作所ソフトウエア工場
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送速度を確保する｡

(5)ファイル容量を増加し,ステーション間でファイル共用

を可能とし,更に媒体のかけ替え作業をなくすために固定デ

ィスクベースのシステムとする｡

これらの開発ニーズを基に,L-320/60で実現したシステム

の特長を次に述べる｡

2.1操作性･信頼性の向上

システム装置,ステーションの各種装置制御部に複数個の

マイクロプロセッサ及びLSIを採用し,部品点数の少ない高

信頼度ハードウェア構成とするとともに,ノ､-ドゥェア及び

ソフトウェアを効果的に働かせる半間走的なプログラムであ

るファームウェアをステーションにもたせ,システムの操作

性･信束副生の向上を図った｡

(1)障害メッセージ,オペレータ介入要求メッセ【ジをシス

テムで統一し,かつモニタディスプレイに表示することによ

り,専任オペレ【タを必要としない操作性の良いシステムの

実現｡

(2)電源投入時に,システム装置,各ステーションのプロセ

ソサが各自の機能テストやメモリテストを行ない,常に論理

都の予防保守点検を行なって信頼度の向上を図り,かつ操作

性を考慮した自動プログラムロード方式の実現｡

(3)プログラム選択キーの利斥=二よるワンタッチオペレーシ

ョン,パラメータをカタログ化することによる定年竺業務の一一

括指示などの簡易オペレーション,及びプログラムの連続実

行機能による運用の効率化｡

などである｡

2.2 システム多様化への適応

分散処理システムの中でのL-320/60が支援する処理形態

は,マルチデータエントリ,マルチビリング処理及びバッチ

処理に大別される｡二れら処理形態での幅広い業務範囲に対

し最適なシステムで対応するため,多彩な入出力装置を提供

し,かつ各種ネットワークの支接に対し方式を統一一してシス

テムの柔軟性,経済性の向上を図った｡特に,

(1)L-320モデル6形,7形相当のデータステーション,プ

リンタステーション,プリンタ,ラインプリンタなどの接続を

可能にした｡

(2)各枯ネットワーク処月=二対応するものとして,ファイル

伝送機能,オンライン問合せ応答機能を実現した｡

2･3 システム構築の容易性と運用効率の向上

ユーザープログラム作成の容易性の向上と運用効率の向上

を,次により具体化した｡

(1)会話形処理プログラム作成用言語として,L-320シリー

ズとLて統一一一化された高級かつ簡易な言語であるRFD(Re-

COrd Format Descriptor)の提供｡

(2)バッチ処理フロログラム作成用言語として,L-320と互換

惟をもち,上位機椎であるHrrAC L-330/340及びHITAC

Mシリーズへの移行性をもつ言語である拡張RPG(eXtended

Report PrograIn Generator)の提供｡

(3)会話形業務プログラムをステ爪ション側で処理させ,バ

ッチ業務プログラムをシステム装置で実行させる機能分散方

式を採用｡これにより,会話形処理が各ステ【ションで独立

に行なえ,バッチ処理と合わせてステーションごとに2本の

プログラムの並行処理が可能で,シス_テム当たり最大15ステ

ーション分のマルチジョブ機能を実現｡

(4)L-320の簡易な操作性を継承するとともに,複数台のL-

320を使用したときは,分散されるフロッピディスクをL-320/

60では-一一つの国定ディスクに統合することにより,ファイル
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の共用及び容量の拡大を可能にし,フロッピディスクパックの

管理や入れ替え作業の減少によってオペレータの負担を軽減｡

(5)L-320とL-320/60の範囲内で規佗に合ったシステムを提

供するために,きめ細かいモデルの選択や併設が可能｡

田 ハードウェア

L‾320/60のノ＼-ドゥェア構成を図3に示す｡論理虹柑各に

は､LS-TTL(Low Power Schottkey Transistor Tr｡｡-

Sistor Logic),NMOS(N ChannelM｡talOxide Semi_

COnductor)のLSIを主とLて使用している｡また,分散処理

方式を抹用しており,会話形プログラム実行機能をそれぞれ

のステーション対応に分離し,命令実行及び人出力処理の効

率向上を図っている｡以下,ハ【ドゥェアの主な特長とする

機能について述べる｡

(1)イ言相性の高い密封形固定ディスクを使用｡

(2)4心高速ケーブルの採用により,ステーションの接続が

谷易｡

(3)主記憶装置には,1個当たリ16kビットの高菜柿度のLSI

メモリ を使用｡

(4)マイクロプログラム方式を全面的に才采用して,小形･軽

量化,ファームウェア化などを実現｡

(5)けい練,ブリンク,高輝度･低輝度表示切換え,手動･

日動スクロール切･換え機能｡
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図3 ト320/60のハードウェア構成

の概略を示す｡
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(6)キーセットの各ブック,ページ及びキーに対応する二項目

を特殊なプログラムをイ吏用することなく,任意に設定するこ

とができるキ”セットデファイン機能｡

(7)高速キ肝入力に対応する多段キー入力バ･ソファ機舌鼓〕

(8)JIS4段配列,2段配列,祭酉己列,データエントリ形配

列キーボードを用途に応じて選択可能｡

田 ソフトウェア

L-320/60を支援するシステムプログラムは,L-320/60PS

(Programming System)と呼ばれる｡そして,機能的には,

制御プログラム,言語処理プログラム及びサービスプログラ

ムに大別され,図4に示す各プログラムから構成される｡

L-320/60PSの特長は次に述べるとおりである｡

(1)マルチワⅥクステMションの効率的運用によるクラスタ

端末システムの実現｡

最大15台までのマルチワークステーションを接続すること

により,ステーションごとに異なった業務を同時に,並行に

行なうことができる｡L-320/60PSの支援している処理形態

としては,ワ【クステーションと対話しながら行なう会話処

理,中央システムとのファイルの送受を主体としたネットワ

ーク処理,及びバッチ処稗の∴つがある｡図5にL-320/60の

各種の処理例を示す｡

マルチワークステ∽ションを効率的に使用できるために,

L-320..･･60PS

制御プログラム

言語処理プログラム

サービスプログラム
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拡張RPG

注:略語説明
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ユーザープログラム
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ソースプログラムエディタ

ディスプレイフォーマットセッタ

サーチアンドアップデート

サーチアンドベリファイ

コミュニケーションタスクマネジメント

メッセージファイルダンプ

エラーロギングダンプ

ステーションメモリダンプ

システムメモリダンプ

ディスクイニシャライザ

ステーションコンプイギュレーク

システムコンプイギュレーク

図4 L-320/60PSの構成 L-320/60のソフトウェア(い3ZO/60PS)の

構成を示す｡
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匡15 L-320/60システムの各種の借用例 ファイル伝送,オンライ

ン問合せ,伝票発行,バッチ処理など各種の使用用途がある｡

ファイルの制御
‡招

参川､

1

更

マスタファイル

参■

1

照

参照プログラム

更新プログラム

参照プログラム

図6 ファイル共用の例 同時に共用できるファイルは.同時更新によ

るファイルの破壊防⊥Lを行なっている｡

耳滋乞ミディスクファイルを同時に共用できるファイル(共川フ

ァイル)と各ワークステーションで個別に使用できるファイ

ル(個別ファイル)とに分け､同時更新によるファイルの破壊

ド方JLを行なうことができるようにしている｡図6にファイル

の共用例を示す｡

(2)簡単なプログラム言語の支援

HITAC L-320シリーズでは,言語としてRFDと,トラン

ザクションを一括して処理する(バッチ処玉里)ための言語とし

て拡張RPGを既に開発した｡RFDはデータエントリ,間fナ

せ,伝票発行などに適した言三菓を用意しているとともに,

般の高級言語に比べその言葉の種類は少ない｡

(3)専任のプログラマやオペレータが不要

上述のプログラム言語を修得することが簡単であるととも

に,中央システムとのデータの問合せなどが容易にできる｡

また､まとまったデータ(ファイル)を中火システムと送′要す

ることが最近では多くなっているが,これらのファイルの送

′受のためには,プログラムを作ることも,多数のパラメータ
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表lオペレータコマンドの例 簡単なオペレータコマンドにより7d

ログラムの起動が可能である｡

項蕃 コ マ ン ド 名 コマンド略号 機 能 概 要

l メニュー登毒責コマンド /M

[司～[巨釘キーに割り当てたプ
ログラムID.タブセット番号及

ぴコンソールプリンタのフォー

ム定義をまとめて変更する

2
DS個別ファイル送信

/S
DS個別ファイル送信の起動を

起動コマンド 行なう｡

3
DS個別ファイル受信

/R
DS個別ファイル受信の起動を

起動コマンド 行なう｡

4
SCEファイル伝送起動

/D
SCEファイル伝送の起動を行な

コマンド う｡

5 ROS起動コマンド /P
プリンタステーションヘデータ

の出力を行なう｡

6
SCEバッチプログラム

/B
パッチプログラムの起動を行な

起動コマンド う｡

7 プロシジャコマンド /丁
パラメータカタログを用いてバ

ッチプログラムの起動を行なう

8 キャンセルコマンド /C

起動したDS個別ファイル送信,

DS個別ファイル受信,SCEフ

アイル伝送,プリンタステーシ

ヨンへのデータ出力及びバッチ

プログラムの実行を打ち切る｡

9 Ⅰ司緑接木売コマンド /A 公衆回線の接続を行なう｡

10 匝]線接続断コマンド /D 公衆回線の接続断を行なう｡

注:略言吾説明 DS(Data Slat10∩)

lD(ldentifier)

SCE(Station ControIEquipment)

を用意することも不要である｡ファイル伝送プログラムが制

御プログラムの一つの機能として用意され,簡単なコマンド

によって起動できる｡

プログラムの起動はワークステーションのプログラム選択

キーと簡単なオペレータコマンドによI)可能である｡表1に

オペレータコマンドの例を示す｡

(4)L-320/2～9システムからの簡単な移行と機能の拡張

L-320/2～9システムと同じプログラム言語を用意してい

る｡このため,L-320/2～9システムのRFDや拡弓長RPGの

ソースプログラムは,一部の修正と再コンパイルでL¶320/

60PSのソースプログラムとなる｡

また,L-320/60システムとL-320/2～9システムのデー

タファイルについては,フロッピィディスクを媒体として交

換することができる｡中央システムとL-320/60システムとの

交信規約(プロトコル)は,L-320/2～9システムと同じであ

る｡これらの移行性に対する配慮のほかに,バッチ処理の効

率を向上させるために,拡張RPGとディスクソートマージの

高速化を図り,ソートマージの同時に入力できるマージの数

を12に拡大した｡

その他,パッチジョブの連続処理機能や入力パラメータを

ディスクに格納し,入力担J数をi成らすパラメータカタログ機

能などを新たに追加した｡

一方,容量の大きいディスクファイルを使用日的に従って

効率よく使用するために,データを配列順序によってアクセ

ス(順アクセス法)できる構造のファイル(順編成ファイル),

及び多量のデータを高速にアクセスするために,まとまったデ

ータに索引を付け,索引を手掛かりにデータをアクセス(索
引順アクセス法)できるように索引を記錨する領域とデータ

そのものを記録する領域とから構成されるファイル(索引順

編成ファイル)の2種類を用意している｡

(5)利用目的にかなったサ【ビスプログラム

ワークステーションに接続されたディスプレイ上に図面の

形式を容易に作成するためのディスプレイフォーマットセッ

タ及びクリーンデータを保存するために,ディスク上の入力
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図7 システム運転情報の記録と出力方法 メッセージロギング.

エラーロギング及びメモリダンプをフロッピディスク又はプリンタへ出力する｡

データを比較検証したヽ),修正できるサーチアンドベリファ

イとサーチアンドアップデートなど,ワークステーションを

有効利用するためのプログラム,そして,信頼性向上のため

に,システムの運転状況や処理の過程をシステムから出力す

るメッセージ情報,障害情報及び異常発生時のワークステー

ションやシステム装置の内容などを保存し原因究明に役立て

ることを目的としたプログラム,ディスクやフロッピディス

クの有効利用のためのユーティリティプログラムなどが用意

されている｡

図7にシステムの運転情報の記録と出力方法の例を示す｡

以上,L-320/60P Sのバージョン1の機能を主体に説明

したが,今後,ス70一ル機能によるプリンタの有効活用,紙

テープ,磁気テープなどの入出力機器の追加支援,ネットワ

【ク機能の拡充などを計画している｡これらによって,より

簡単で使いやすいクラスタ端末システムの実現が可能である｡

同 結 言

L-320/60は,分散処理システムの一員として,各種処理形

態に適合する機能,性能を実現した｡現場での操作を統一･一す

るとともに,地j或的なファイル分散を可能にした｡L-320/60

は,下記のような新しい技術を開発した｡

(1)L-320シリーズ中のマルチステーシ_ヨン機能をもつモデ

ルで,固定ディスクを採用したことによりシステムの構築が

容易で操作が簡易｡

(2)L-320とユーザー70ログラムの互換性を重視｡

(3)HITAC Lシリーズ,Mシリーズとのネットワーク構築

が容易｡

マルチステーションシステムは,今後ますます広域化,一

般化する傾向にあり,日立製作所は,この新しい分散処理の

市場ニーズに対し,強力なエンハンスメ_ントを推進する方針

である｡
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